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適化を行っている。そして、 (n、 α 。)反応に対するピーク幅の限界は、生成荷電粒子の放出角度に依存したエネル
ギ一分配割合により決定され、ダイヤモンド核融合中性子検出器の場合には約20keV であることを示している。













第 6 章では、重陽子加速器を利用した人工ダイヤモンド検出器の14.2MeV 中性子応答測定実験について述べてい
る。本研究において製作した人工ダイヤモンド検出器で、 l2C (n、 α 。) 9Be 反応に起因する信号を十分な S/N 比で
測定できることを明らかにしている o また、スベクトル拡がりの測定結果は、電荷捕獲による波高損失を考慮したシ
ミュレーション計算の結果と概ね一致することを示している o これらの結果から、製作した人工ダイヤモンド放射線
















4) 重陽子加速器を利用した人工ダイヤモンド検出器の実用的な DT 中性子応答関数を決定する方法を開発しているo
この方法により、本研究において製作した人工ダイヤモンド検出器の DT 中性子に対するエネルギ一分解能が 7%
であることを明らかにしている。
以上のように、本論文は核融合炉診断装置に不可欠な新しい高性能中性子エネルギースペクトロメータを実現した
ものであり、核融合工学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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